
CEFRの確認について  　（ＣＥＦＲ「セファール」は、外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共通参照枠です。）

①以下の各検定・認定に係るスコア（成績）を確認し、お持ちの検定・認定に係る証明書（写し）を御用意ください。

②スコア（成績）に係る証明書は写しで結構です。スコア部分にマーカー（色は自由）又は朱書きで下線を引いた上、提出してください。

　「CEFR A2」又は「CEFR B1」の方は、「英語を日常的に用いた職務経験」が３年以上必要ですので、御注意ください。

③原則として、スコア取得からの年数・期間は問いません。ただし、後掲※１～３までについてご注意ください。

ケンブリッジ

英語検定

実用英語技能検定

（いわゆる英検）※１
GTEC IELTS TEAP TEAP CBT TOEFL iBT

　TOEIC L&R /

　TOEIC S&W　※２

TOEIC L&R

※２

（IIBC HP準拠）

C1 180～ 2,600～（１級） 1,350～ 7.0～ 375～ 800～ 95～ 計1,845～ 計945～

B2 160～ 2,300～（準１級） 1,180～ 5.5～ 309～ 600～ 72～ 計1,560～ 計785～

B1 140～ 1,950～（２級） 930～ 4.0～ 225～ 420～ 42～ 計1,150～ 計550～

A2 120～
1,700～

（準２級、準２級プラス）
680～ ― 135～ 235～ ― 計625～ 計225～

※１　いわゆる英検については、平成28年度（2016年度）以前の認定（英検CSEスコアが付されていない認定）である場合は、

　　併記する「級」に替えることとします。ただし、英検CSEスコアが付されているものに次ぐ扱いとする場合があります。

　　その他の検定・認定も、基準が最新でない場合等は同様とします。

※２　「TOEIC L&R / TOEIC S&W」については、TOEIC S&Wを2.5倍して算出してください。

　　　例： スコア Listening490、Reading455、Speaking180、Writing180　⇒　(490＋455)＋(180＋180)×2.5＝1,845（CEFR C1）

　　　「TOEIC L&R」のみの場合は、「TOEIC L&R / TOEIC S&W」がある場合に次ぐ扱いとする場合があります。

※３　上記※１及び※２を除き、各検定・認定に序列をつけることはいたしません。

　　　ただし、複数の検定・認定を受けている場合は、必ず最新のものを提出してください。
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CEFR
（文部科学省HP準拠 　※令和７年６月１日現在　一部資格については、公式ホームページの内容を反映し改訂）

英語を日常的に

用いた職務経験

３年以上かつ現任

英語を日常的に

用いた職務経験

１年以上


